
ふくおか県議会だより

代表・一般質問詳細は、県議会ホームページをご覧ください。 （注）12月定例会の会議録については、２月下旬に掲載される予定です。  http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp

2018年（平成30年）２月発行第25号（3）

代表質問を終えて 　　

　

わ
が
国
の
社
会
保
障
制
度
に
あ
っ
て
本
当
に
大
事
な
「
民
生

委
員
」
と
い
う
制
度
が
、
昨
年
、
発
足
か
ら
百
年
目
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
関

係
者
の
耳
目
を
引
い
た
だ
け
で
、
県
議
会
で
も
さ
ほ
ど
の
テ
ー

マ
に
も
な
ら
な
い
ま
ま
に
、
そ
の
節
目
の
年
を
終
え
よ
う
と
し

て
い
ま
し
た
。「
そ
こ
で
、
改
め
て
そ
の
役
割
の
重
要
さ
と
制

度
の
充
実
、
拡
充
を
訴
え
て
、
対
策
を
求
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
思
い
、
演
壇
に
立
ち
ま
し
た
。

　

今
ひ
と
つ
、
声
を
大
に
し
て
訴
え
た
の
は
、
今
日
そ
の
存
在

が
「
風
前
の
灯
」
と
も
な
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
銭
湯
」
の

存
続
と
拡
充
に
向
け
て
の
行
政
の
努
力
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
父
や
母
の
時
代
、
銭
湯
は
地
域
社
会
に
あ
っ
て
、
い
わ
ば

隣
り
近
所
の
「
社
交
の
場
」
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た

存
在
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
各
家
庭
に
お
け
る
内
風
呂

の
普
及
と
、
一
方
で
は
サ
ウ
ナ
や
健
康
ラ
ン
ド
な
ど
の
進
出
に

よ
っ
て
、
銭
湯
は
減
る
ば
か
り
。
質
し
て
み
る
と
、
五
百
万
人

口
の
福
岡
県
で
そ
の
存
在
は
な
ん
と
わ
ず
か
四
十
二
カ
所
。
浴

室
を
持
た
な
い
家
庭
が
県
内
に
は
、
ま
だ
三
千
四
百
戸
も
あ
る

の
だ
か
ら
、
満
足
な
入
浴
の
機
会
に
恵
ま
れ
ず
困
っ
て
い
る
県

民
が
か
な
り
い
る
は
ず
。

　

県
当
局
は
綿
密
な
調
査
に
よ
り
、
ま
ず
そ
の
実
態
を
十
分
に

把
握
し
て
、
市
町
村
と
力
を
合
わ
せ
て
対
策
に
力
を
注
ぐ
べ
き

こ
と
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団

　

九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
復
旧
・
復
興
対
策
は
、
Ｊ
Ｒ
日
田
英

彦
山
線
の
復
旧
に
つ
い
て
、
知
事
は
運
行
当
事
者
の
Ｊ
Ｒ
九
州

が
第
一
義
的
に
担
い
、
自
社
努
力
に
よ
る
復
旧
方
針
を
示
す
べ

き
と
し
た
上
で
、
災
害
復
旧
事
業
で
Ｊ
Ｒ
九
州
の
負
担
が
軽
減

す
る
可
能
性
も
言
及
し
ま
し
た
。
半
壊
家
屋
の
解
体
は
、
国
へ

公
費
補
助
の
特
例
措
置
を
求
め
、
知
事
か
ら
熊
本
地
震
同
様
、

災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
の
補
助
対
象
と
す
る
よ
う
国
に
求
め

て
い
る
。
防
災
重
点
た
め
池
は
、
洪
水
吐
の
規
模
・
構
造
を
考

慮
し
、
選
定
見
直
し
の
必
要
性
が
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　

産
業
廃
棄
物
行
政
は
、
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
場
の
火
災
を

受
け
、
知
事
は
中
間
処
理
業
者
全
３
４
５
事
業
所
に
つ
い
て
、

保
管
廃
棄
物
の
温
度
確
認
な
ど
、
法
の
義
務
付
け
が
な
い
防
火

対
策
も
出
来
る
限
り
実
施
す
る
よ
う
県
内
事
業
者
に
指
導
・
助

言
す
る
と
し
ま
し
た
。

　

教
育
問
題
は
、
教
員
の
長
時
間
勤
務
の
是
正
を
質
し
、
教
育

長
は
、
教
職
員
の
働
き
方
の
指
針
を
今
年
度
中
に
策
定
し
、
来

年
度
か
ら
実
施
す
る
と
し
、
全
県
立
学
校
に
勤
務
時
間
を
管
理

す
る
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
・
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
）
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
し
ま
し
た
。
県
教
育
委
員
会

と
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
協
定
締
結
は
、
セ
ン
タ
ー
運
営
の

福
岡
県
私
学
教
育
振
興
会
と
最
終
調
整
中
で
あ
り
、
県
立
高
校

生
の
入
所
手
続
き
や
支
援
な
ど
の
指
針
を
、
振
興
会
の
了
解
を

得
て
各
県
立
高
校
に
通
知
と
し
て
発
出
し
、
周
知
を
図
る
と
し

ま
し
た
。

民
進
党
・
県
政
県
議
団

　

知
事
の
政
治
姿
勢
と
し
て
は
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
現
在

の
復
旧
・
復
興
の
具
体
的
な
進し
ん

捗ち
ょ
く状

況
と
、
国
が
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
「
人
づ
く
り
革
命
」
や
、今
後
の
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
く
と
思
わ
れ
る
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
ま
し

た
。

　

災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、
生
活
用
品
の
提
供
状
況
、
仮
設
住

宅
や
民
間
賃
貸
住
宅
の
借
り
上
げ
、
朝
倉
市
が
計
画
し
て
い
る

「
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
支
援
、
被
災
し
た
商
工
業

者
へ
の
支
援
、
観
光
復
興
、
農
林
漁
業
者
へ
の
支
援
、
流
木
処

理
に
つ
い
て
、
赤
谷
川
等
の
土
砂
や
流
木
等
で
埋
ま
っ
た
河
川

の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
、
被
災
地
以
外
の
県
内
の
中
小
河

川
の
今
後
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
認
知
症
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
の
支
援
、
若
年
性
認
知
症
施
策
に

つ
い
て
詳
細
な
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
所
有
者
不
明
の
土
地
の
対
策
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
な
ど
の
対
策
、
広
谷
湿
原
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
に
向

け
た
県
の
サ
ポ
ー
ト
、
観
光
振
興
に
つ
い
て
、
食
育
・
地
産
地

消
の
推
進
に
つ
い
て
な
ど
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
立
学
校
で
の
教
員
の
働
き
方
改
革
の
質
問
で
は
、

タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
の
情
報
機
器
を
使
い
、
客

観
的
か
つ
正
確
に
勤
務
時
間
を
把
握
す
る
こ
と
を
進
め
て
い
く

旨
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

公
明
党

　

平
成
29
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

朝
倉
市
、
東
峰
村
の
自
治
体
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
Ｊ
Ａ

の
関
係
者
の
方
々
の
強
い
要
望
を
現
地
で
伺
い
、
今
議
会
に
臨

み
ま
し
た
。
今
回
、
９
月
議
会
に
続
き
、
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
状
況
と
様
々
な
分
野
に
お
け
る
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
。

　

知
事
か
ら
は
、
被
災
し
た
地
域
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
全
力

で
支
援
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
被
災
自
治
体
、
関
係
団
体
と
の

連
携
を
通
し
、
国
に
対
す
る
要
望
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
旨

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
今
後
の
農
林
水
産
業
発
展

の
た
め
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
の
認
証
取
得
に
対

す
る
支
援
、
新
規
農
業
参
入
者
の
確
保
・
定
着
、
女
性
の
活
躍

推
進
に
つ
い
て
、
税
外
債
権
管
理
体
制
の
強
化
、
機
能
性
表
示

食
品
の
開
発
に
対
す
る
支
援
、
障
が
い
者
就
労
支
援
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
取
り
組
み
を
質
し
、
知
事
か
ら
は
こ
れ
ら
の
課
題

に
つ
い
て
、
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
教
育
長
に
、
今
後
の
い
じ
め
の
防
止
対
策
や
、
学
校
給

食
費
の
未
納
問
題
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
向
け
た
指

導
・
支
援
の
充
実
を
図
り
、
県
の
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
盛

り
込
み
、
徹
底
し
て
い
く
。
ま
た
、
給
食
費
の
未
納
問
題
に
つ

い
て
は
、
給
食
費
の
公
会
計
化
な
ど
の
負
担
軽
減
方
策
を
教
職

員
の
働
き
方
改
革
の
指
針
に
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討
し
て
い
く

と
の
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

緑
友
会

提出された議案

可決された意見書・決議

○予算議案　３件
・平成29年度福岡県一般会計補正予算（第３
号）
・平成29年度福岡県流域下水道事業特別会計
補正予算（第１号）
・平成29年度福岡県一般会計補正予算（第４
号）

○条例議案　15件
・特定大規模災害等に対処するための特殊勤
務手当の特例に関する条例の制定について
・地域経済牽引事業の促進のための福岡県税
の課税免除に関する条例の制定について
・福岡県個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部を改正する条例の
制定について
・福岡県国民健康保険運営協議会条例及び福
岡県国民健康保険広域化等支援基金条例の
一部を改正する等の条例の制定について
・福岡県男女共同参画センター、福岡県人権
啓発情報センター及び福岡県総合福祉セン
ターの設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
・福岡県産業廃棄物の不適正処理の防止に関
する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
・福岡県都市公園条例の一部を改正する条例
の制定について
・福岡県営住宅条例の一部を改正する条例の
制定について
・福岡県公立学校職員の特殊勤務手当に関す
る条例の一部を改正する条例の制定につい
て
・福岡県職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例の制定について
・福岡県特別職の職員の給与等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
・福岡県職員の退職手当に関する条例等の一
部を改正する条例の制定について
・福岡県特別職の職員の退職手当に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
・福岡県公立学校職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例の制定について
・福岡県警察職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

○工事請負契約の締結について　４件
○人事に関する議案　１件
・人事委員会委員の選任について
○その他の議案　10件
・当せん金付証票の発売について
・筑後広域公園芸術文化交流施設の指定管理
者の指定について
・福岡県立久留米スポーツセンター及び久留
米市中央公園内体育施設等並びに福岡県立
スポーツ科学情報センターの指定管理者の
指定について　など

　平成２９年１２月定例会では議案３３件が提出
され、いずれも原案のとおり可決または同意さ
れました。

可決された意見書

○水田農業の振興に関する意見書
○地方財政の充実・強化を求める意見書
○筋痛性脳脊髄炎（ME）／慢性疲労症候群
（CFS）患者の支援を求める意見書
○海洋ごみの処理推進を求める意見書
可決された決議

○2025年国際博覧会の誘致に関する決議


